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How I found Livingstone : travels, 
adventures, and discoveries in Central 
Africa / by Henry M. Stanley (Asher's 
collection of English authors ; v. 54)
<請求記号 60-131>

宇 野 亮 一

アフリカに消えた宣教師を探せ！
新聞記者の冒険

国立国会図書館の蔵書から

　
「
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
博
士
と
お
見
受
け
し
ま

す
が
（D

r. Livingstone, I presum
e?

）」

　

ア
フ
リ
カ
の
奥
地
で
、
帽
子
を
取
り
、
丁
寧

に
問
い
か
け
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
流
行
語

と
な
っ
た
、
そ
の
一
言
を
世
に
広
め
た
の
が
こ

の
本
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
記
者
、ス
タ
ン
リ
ー
は
、

１
８
６
９
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
新

聞
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
（
現

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
大
陸
部
）
に
赴
き
ま
す
。
目
的

は
、
１
８
６
６
年
か
ら
同
地
で
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
・
探
検
家
リ

ビ
ン
グ
ス
ト
ン
を
探
し
出
す
こ
と
で
し
た
。
リ

ビ
ン
グ
ス
ト
ン
は
長
年
ア
フ
リ
カ
各
地
を
探
検

し
、
奴
隷
貿
易
の
禁
止
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
人
物
で
す
が
、
消
息
を
絶
っ
て
数
年
と

あ
っ
て
、
多
く
の
人
が
す
で
に
死
亡
し
た
と
み

な
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
を
「
発
見
」
で

き
れ
ば
、
大
き
な
話
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

当
時
の
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
は
、
ま
だ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
に
よ
っ
て
植
民
地
化
さ
れ
て
は
お
ら

ず
、
多
く
の
民
族
が
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
住
ん

で
い
る
状
態
で
し
た
。
ス
タ
ン
リ
ー
は
現
地
人

を
雇
い
入
れ
、
大
規
模
な
部
隊
を
編
成
し
て
内

陸
へ
向
か
い
ま
す
。
5
隊
に
分
か
れ
て
海
岸
の

町
バ
ガ
モ
ヨ
を
発
っ
た
の
は
１
8
７
１
年
３
月

の
こ
と
で
し
た
。
各
民
族
に
贈
り
物
を
し
て
食

今 月 の 一 冊

スタンリーがリビングストンを発見した場面
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料
を
得
た
り
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
を
見
た
と
い

う
情
報
を
聞
い
た
り
、
と
き
に
は
現
地
の
紛
争

に
介
入
し
た
り
と
い
っ
た
行
動
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
当
時
の
西
洋
人
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
「
暗
黒
大
陸
」
を
探
検
す
る
行
程
を
、

読
者
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
読
ん
だ
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

現
地
の
人
々
は
、
食
料
や
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
足
止
め
し
多
く
の
贈
り

物
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
ス

タ
ン
リ
ー
も
、
現
地
の
ス
ワ
ヒ
リ
語
な
ど
を
使

い
こ
な
し
て
交
渉
し
、
一
歩
も
引
き
ま
せ
ん
。

こ
の
探
索
行
の
十
年
ほ
ど
後
に
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ア
フ
リ
カ
分
割
」
が
行
わ
れ
、
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ

は
ド
イ
ツ
の
植
民
地
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
前
の
時
代
、
白
人
相
手
に
遠
慮
な
い
交

渉
を
す
る
現
地
の
人
々
の
姿
は
（
ス
タ
ン
リ
ー

が
ど
う
思
っ
た
か
は
さ
て
お
き
）
現
代
か
ら
見

れ
ば
小
気
味
よ
く
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ス
タ
ン
リ
ー
は
数
十
人
の
部
隊
員
の

名
前
や
出
身
地
を
列
挙
し
た
り
、
ガ
イ
ド
や
通

訳
の
個
性
を
詳
し
く
説
明
し
た
り
も
し
て
い
ま

す
。「
怠
け
者
だ
」
等
の
手
厳
し
い
評
価
も
あ

り
ま
す
が
、
褒
め
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
途
中

で
脱
落
し
た
白
人
メ
ン
バ
ー
に
も
容
赦
が
な
い

の
で
、
あ
る
意
味
白
人
に
も
黒
人
に
も
平
等
な

筆
致
で
す
。

右：スタンリーが経由したザンジバル（現タンザニア）の風景
左上：現地の紛争に介入するスタンリー
左下：大規模な部隊で内陸へ向かう様子
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ス
タ
ン
リ
ー
は
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
の
足
取
り

を
追
っ
て
内
陸
へ
と
進
み
、
１
８
７
１
年
11
月
、

タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
沿
い
の
ウ
ジ
ジ
と
い
う
村
で

療
養
し
て
い
た
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
を
発
見
し
ま

す
。
海
岸
の
バ
ガ
モ
ヨ
を
出
発
し
て
か
ら
、
実
に

２
３
６
日
目
の
こ
と
で
し
た
。
冒
頭
に
引
い
た
言

葉
は
、
そ
の
と
き
の
も
の
で
す
。
リ
ビ
ン
グ
ス
ト

ン
発
見
の
驚
き
に
加
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
街
中
で
出

会
っ
た
か
の
よ
う
な
丁
寧
な
言
葉
と
帽
子
を
取

る
仕
草
が
、
未
開
の
地
と
思
わ
れ
て
い
た
ア
フ
リ

カ
で
も
行
わ
れ
た
意
外
さ
が
、
こ
の
言
葉
を
流
行

さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
も

こ
の
冒
険
記
を
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
と
、
友
人

へ
の
手
紙
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
ほ
ど
書
い
た
と
お
り
、
探
索
行
の

十
年
ほ
ど
後
に
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
を
植
民
地
化
し

た
の
は
ド
イ
ツ
で
し
た
。
そ
し
て
実
は
、
今
回

紹
介
し
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
こ
の

本
は
、
ド
イ
ツ
で
１
８
７
３
年
に
出
版
さ
れ
た

も
の
な
の
で
す
。
英
米
で
の
１
８
７
２
年
11
月

の
出
版
か
ら
間
を
お
か
ず
に
出
版
さ
れ
た
こ
と

は
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
発
見
が
イ
ギ
リ
ス
だ
け

で
な
く
西
洋
各
国
で
話
題
と
な
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
同
時
に
、
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
よ

う
と
す
る
当
時
の
ド
イ
ツ
の
傾
向
が
反
映
さ
れ

て
い
る
と
読
む
の
は
、
少
々
う
が
ち
す
ぎ
で

し
ょ
う
か
。

　

表
紙
と
口
絵
を
め
く
る
と
、
購
入
者
が
あ
と

か
ら
記
入
し
た
「
柴
田
承
桂
」
と
い
う
名
前
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
柴
田
は
有
機
化
学
者
・
薬
学
者

で
、
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
た
１
８
７
３
年
当
時
は

ド
イ
ツ
に
留
学
中
で
し
た
か
ら
、
そ
こ
で
買
い
求

め
た
の
で
し
ょ
う
。
１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
に

帰
国
し
て
お
り
、「
明
治
八
年
納
付
」
と
い
う
印

か
ら
、
帰
国
後
に
彼
が
こ
の
本
を
寄
贈
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
探
検
を
す
る
ス
タ
ン
リ
ー
や
リ

ビ
ン
グ
ス
ト
ン
、
彼
ら
を
迎
え
る
ア
フ
リ
カ
の

人
々
、
そ
れ
を
読
む
ド
イ
ツ
人
。
彼
は
、
そ
し
て

こ
の
本
を
読
ん
だ
日
本
人
た
ち
は
、
ど
の
立
場
に

自
分
を
重
ね
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

蔵
書
印
に
は
「
東
京
図
書
館
」
と
あ
り
ま
す

の
で
、
彼
が
帰
国
後
に
教
鞭
を
と
っ
た
東
京
医

学
校
（
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
）
で
は
な
く
、

公
共
図
書
館
に
寄
贈
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
学
に
直
接
関
係
す
る
内
容
で
は
な
い
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
本
を
よ
り
多
く
の
人

に
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
年
月
を
経
て
、
こ
う
し

て
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
を
請
求
し
、
図
書
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受

け
取
っ
た
ら
、
遠
来
の
客
に
対
す
る
敬
意
を
こ

め
て
こ
う
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
タ
ン
リ
ー
卿
と
お
見
受
け
し
ま

す
が
（Sir Henry Stanley, I presum

e?

）」

○参考文献
H.M.スタンリー著、仙名紀訳『緑の
魔界の探検者』1995.1<GF143-E6>

Oxford dictionary of national 
biography / edited by H.C.G. 
Matthew and Brian Harrison. 2004  
<GG12-B21>

The life of Florence Nightingale / by 
Sir Edward Cook. 1913<208-17>

国立国会図書館 電子展示会「近
代日本人の肖像」柴田承桂の項
<http://www.ndl.go.jp/portrait/
datas/102.html>

東京図書館で製本された表紙

『亜弗利加内地蘇丹令探検実記』
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/767270

（モノクロ）表紙より、スタンリー肖像
柴田承桂の署名がある副標題紙東京図書館の蔵書印が押された標題紙





写真で振り返る
国立国会図書館の 70 年
国立国会図書館は、1948 年 6 月 5 日に
旧赤坂離宮（現迎賓館）において開館しました。
今回は、70 年間のさまざまな瞬間を写真で振り返ります。



1947 年 12 月、衆・参両議院の要請により米国図書館使節団

が来日し、議員の調査研究に資するとともに、日本で出版され

る資料の納入を受けて目録を作成し、また、全国民に対し図書

館サービスを提供する図書館としての国立国会図書館の基本構

想を発表しました。この構想に基づき、1948 年２月９日国立

国会図書館法が制定、同年６月５日、旧赤坂離宮において開館

しました。

赤坂本館（1948年-1961年）

1948年夏、発足直後の国立国会図書館を援助するため来日したロ
バート・B・ダウンズ米国イリノイ大学図書館長と握手する金森徳次
郎館長と中井正一副館長（右隣）

国立国会図書館の誕生

写真で振り返る国立国会図書館の 7 0 年

1948



二つの源流―議会図書館と帝国図書館

国立国会図書館には二つの源流があります。

一つは帝国議会貴族院・衆議院の図書館で、1890 年、

両議院の事務局に図書を管理する編纂課が設置された

ことに始まります。1936 年には、現在の議事堂の竣

工に伴い、議事堂内に図書室が開設されました。

もう一つの源流である帝国図書館の系列は、1872 年

に開設された文部省所管の書籍館にさかのぼります。

帝国図書館は、1906 年上野公園の音楽学校敷地内に

建てられ、上野図書館の名で親しまれました。また、

ルネッサンス様式の建築は、豪壮な外観に加え内部装

飾も華麗で、世の注目を浴びました。戦後は国立図書

館と改称、1949 年 4月、国立国会図書館に統合され

ます。

帝国図書館（1906年新築当時）

帝国図書館大閲覧室

第一次仮議事堂

書籍館は1875年、東京書籍館と改称、湯島聖堂
の大成殿に場所を移しました。
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旧赤坂離宮（現迎賓館）は、ネオバロッ

ク様式の壮麗な洋風建築ですが、図書館

として利用するには不向きでした。そこ

で、永田町本庁舎建築までの間、国会奉

仕の便を図り、同時に赤坂本館のスペー

ス不足を補うため、三宅坂に仮庁舎（三

宅坂分室）を建て、調査及び立法考査局、

国際業務部、一般考査部の一部を移転し

ました（1949 年 9月）。この時期の国立

国会図書館は、赤坂、上野、三宅坂の三

つの施設で運営されていました。

赤坂本館の閲覧の様子

三宅坂分室

写真で振り返る国立国会図書館の 7 0 年
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赤坂時代の様子

レコードコンサート

事務室の様子 憲法資料展示会（1951年　羽衣の間）

マイクロフィルムの閲覧 逐次刊行物の整理

納本制度とは、図書等の出版物をその国の責任ある公的機関に納

入することを発行者等に義務づける制度です。出版物を国の責任

で収集し、国民共有の文化財や情報資源として保存、後世に伝え

るという大きな意義をもっています。

日本では、国立国会図書館がこの制度の運用を担っています。開

館と同じ年に、この制度の運用が始まりました。左は、納本制度

で収集した資料をもとに国内の出版物を記録するため、1948 年

秋に創刊された『納本月報』です。のちに『納本週報』『日本全

国書誌』と変遷していきます。

納本制度
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1961 年７月、念願の本庁舎第一期工事が竣工し、本館

は仮庁舎であった旧赤坂離宮から移転しました。

次いで、1968 年には第二期工事が竣工し、本館建築が

完了しました。

赤坂離宮から永田町へ

第二期工事 第一期工事が完成した状態の東京本館

1961

本誌の創刊もこの年です

写真で振り返る国立国会図書館の 7 0 年
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永田町本庁舎への移転は、第一期工事が竣工した

1961 年８月１日に始まりました。

移転資料は赤坂、三宅坂および国会議事堂内にあった

蔵書計 110 万冊、支部上野図書館の蔵書約 90万冊、

その他を合わせると約 200万冊余にも及びました。

全館完成・開館20周年記念式典

永田町への資料移転

（左・右上）赤坂離宮からの運び出しの様子（右下）東京本館への運び込みの様子

開館を待つ利用者（1965年頃）カード目録が並ぶ目録ホールの様子

1968
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業務機械化の始まり
国立国会図書館の機械化は、まず、書誌データの

作成から始まりました。

1970 年代初頭にコンピュータが導入され、さま

ざまな書誌の機械編纂が試みられました。その過

程では、日本語の漢字情報処理に多くの努力が費

やされました。

下に散らばっているのは紙テープ。初期のデータ入力は、
漢字テープ穿孔機により紙テープにパンチして、テープ読取
り装置から入力していた。それを磁気テープ（手で持っ
ているもの）に移す。

電子計算機室開設式に臨む久保田義麿館長（1970年）

漢字テープ穿孔機の鍵盤（1978年）

新館完成時にオンラインになった漢字入力装置。な
お、1990年代に入っても、書誌作成部門がシート
に記入した内容に従い、パンチャーが入力していた。

1970

新館の電算機室

写真で振り返る国立国会図書館の 7 0 年
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「新館」建設

1986 年には、本館北側に新館が完成し、本・新館の書

庫を合わせて1,200万冊が収蔵可能になり、閲覧スペー

スも拡充されました。

1980 年代には、ネットワークを介したオンラインのシス

テムが徐々に構築されます。1990 年代には、さまざまな

実験事業にも取り組み、1998 年には「国立国会図書館電

子図書館構想」を発表します。

複写カウンターIFLA（国際図書館連盟）東京大会（1986年）

新館建設の様子

和図書オンライン検索

画面イメージ
最初期のNDLホームページ（1996年）

児童書の電子図書館実験システム

利用者向けの検索端末（J-BISC端末）

業務機械化から「電子図書館」へ

国際シンポジウム「21世紀の国立国会図書館」
（1996年）

1986
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関西館、国際子ども図書館の設立

パッケージ系電子出版物の納本開始
（2000年）

国際子ども図書館

関西館開館記念式典

データベースフォーラム

関西館の総合閲覧室

開館50周年記念式典（1998年）

2002 年 10月に関西館がオープン。

国際子ども図書館は、支部上野図書

館（旧帝国図書館）を改修し 2000

年に部分開館、2002 年に全面開館

しました。

電子図書館事業の中核となった「近

代デジタルライブラリー」や「NDL-

OPAC」も 2002 年 10月に始まりま

した。資料のデジタル化は 2010 年

頃から大幅に加速します。

2002
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70 周年

東日本大震災で書架から落下した資料の復旧国際子ども図書館アーチ棟（2015年） 大規模デジタル化実施本部での作業

現在の東京本館ホール（2017年）2018

総務部有志

写真で振り返る国立国会図書館の 7 0 年
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「
過
去
を
読
み
、
未
来
を
読
む
。」
が
、
国
立
国
会
図
書

館
開
館
70
周
年
記
念
の
標
語
で
す
。
昨
年
６
月
、
館
内
で

標
語
案
の
募
集
が
あ
り
、
応
募
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
何
の

因
果
か
私
の
提
出
し
た
案
「
未
来
も
読
め
る
図
書
館
へ
」

が
原
案
の
ひ
と
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
私
は
案
を
提
出
す
る
つ
も
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
課
の
新
人
Ｓ
さ
ん
が
、
案
の
集
ま
り
が
芳
し
く
な
い

こ
と
を
聞
き
付
け
、
応
募
を
勧
め
て
く
れ
た
た
め
、
１
年
先

輩
の
私
も
知
恵
を
絞
っ
て
案
を
考
え
ま
し
た
。「
未
来
も
読

め
る
」
に
は
、
当
館
が
収
集
・
保
存
す
る
資
料
が
未
来
に
お

い
て
も
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
、
当
館
の
提
供
す
る
情
報
・

サ
ー
ビ
ス
が
未
来
を
読
む
（
見
据
え
る
）
こ
と
を
可
能
に
す

る
こ
と
、
と
い
う
二
重
の
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

　

職
員
に
よ
る
投
票
の
結
果
、
私
の
案
は
上
位
に
は
入
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
１
位
は
、関
西
館
Ｏ
さ
ん
の
「
つ
な
ぐ
、

と
ど
け
る
、
過
去
か
ら
未
来
。」
で
し
た
。
余
談
で
す
が
、

同
期
入
館
の
Ｓ
さ
ん
が
、
私
の
案
に
「
投
票
し
た
よ
」
と

後
で
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
後
、
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
に
よ
る
検
討
等

を
経
て
、Ｏ
さ
ん
の
「
つ
な
ぐ
、と
ど
け
る
、過
去
か
ら
未
来
。」

と
私
の
「
未
来
も
読
め
る
図
書
館
へ
」
を
原
案
と
す
る
「
過

去
を
読
み
、
未
来
を
読
む
。」
が
、
昨
年
８
月
、
標
語
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
案
が
標
語
の
原
案
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
、「
未

来
」
と
「
読
む
」
と
い
う
語
を
選
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
私
の
案
か
ら
「
未
来
」
と
「
読
む
」

が
、
Ｏ
さ
ん
の
案
か
ら
「
過
去
」
と
「
未
来
」
が
抽
出
さ

れ
、「
過
去
を
読
み
、
未
来
を
読
む
。」
が
で
き
あ
が
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
標
語
と
い
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

同
期
入
館
の
Ｍ
さ
ん
に
、
標
語
決
定
を
報
告
し
た
際
、

「
70
周
年
記
念
の
立
役
者
」
と
少
々
か
ら
か
わ
れ
た
の
で

す
が
、
実
際
に
は
、
Ｍ
さ
ん
を
含
め
、
国
立
国
会
図
書
館

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
が
立
役
者
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
国
立
国
会
図
書
館
が
、「
未
来
も
読
め
る
図

書
館
」
と
し
て
、「
過
去
を
読
み
、
未
来
を
読
む
。」
を
体

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
職
員
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
や
ご
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
標

語
案
を
考
え
た
こ
と
で
、
一
職
員
と
し
て
、
過
去
を
礎
に
、

多
く
の
人
々
と
と
も
に
未
来
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
思
い

を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
言
う
と
や
や
大
袈

裟
で
し
ょ
う
か
。　
　
　

（
サ
ー
ビ
ス
運
営
課　

水
菓
子
）

ハイブリッド？

開館70周年のチラシ。真ん中に標語が載っています。
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今
回
の
本
は
、
福
沢
諭
吉
著
、
っ
て
書
い
て
あ
る
ね
。
あ
の

一
万
円
札
の
福
沢
諭
吉
？

そ
う
だ
よ
。
慶
応
義
塾
の
創
設
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
よ

ね
。『
学
問
の
す
ゝ
め
』が
有
名
だ
け
ど
、今
日
は『
西
洋
旅
案
内
』

と
い
う
本
を
取
り
上
げ
る
よ
。

「
明
治
六
年
五
月
再
刻
」
っ
て
書
い
て
あ
る
け
ど
、
明
治
の
本

で
も
変
体
仮
名
は
使
わ
れ
て
た
の
？

こ
の
本
は
も
と
も
と
慶
応
三
年
に
出
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
事

情
も
あ
る
け
ど
、
明
治
に
な
っ
た
か
ら
っ
て
す
ぐ
に
変
体
仮
名

を
読
め
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
。
当
時

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
変
体
仮
名
を
使
っ
て
い
る
本
を
読
む

方
が
自
然
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
よ
。

読
み
慣
れ
て
い
る
字
の
方
が
い
い
も
ん
ね
。

そ
れ
じ
ゃ
あ
ま
ず
は
「
西
洋
旅
案
内
序
」
の
最
初
の
と
こ
ろ
を

見
て
み
よ
う
。
本
文
が
始
ま
っ
て
五
行
目
の
「
余
が
」
の
前
ま

で
読
ん
で
ご
ら
ん
。
振
り
仮
名
が
な
い
漢
字
と
し
て
、
一
番
最

後
に
「
也
」、
途
中
に
「
此
方
」、
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
気
を

付
け
て
ね
。

行こう！ 墨の国！
藤 田 　 壮 介

西洋旅案内
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/761258/1

資料の世界の歩き方
変体仮名でめぐる資料あれこれ 6

しゅっぱーつ！
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え
～
と
。「
ろ
ん
ご
に
と
も
ゑ
ん
ほ
ふ
よ
り
き
た
る
こ
と
あ
…

ま
た
よ
ろ
こ
ば
し
か
ら
ず
や
と
と
も
の
ゑ
ん
ほ
う
よ
り
き
た
る

は
ず
い
ぶ
ん
よ
ろ
ば
し
く
も
あ
る
べ
け
れ
と
も
た
ゝ
ひ
と
の
き

た
…
を
ゐ
な
が
ら
ま
つ
ば
か
…
で
も
な
し
お
り
ふ
し
は
此
方
か

ら
も
ゑ
ん
ほ
う
へ
で
か
け
た
…
も
の
也
」
あ
～
、
つ
か
れ
た
。

で
も
結
構
読
め
た
ぞ
！

そ
う
だ
ね
、
今
日
は
調
子
が
良
さ
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

ふ
ふ
～
ん
。

君
は
記
憶
力
が
い
い
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
教
え
る
の
も
終
わ
り
が

近
い
か
も
ね
。

も
う
ち
ょ
っ
と
で
卒
業
!? 

や
っ
た
ー
！

う
ん
、
そ
の
勢
い
で
今
日
も
新
し
い
文
字
を
覚
え
て
い
こ
う
。

1
は
「
理
」
が
崩
れ
て
で
き
た
仮
名
で
「
り
」。
こ
の
字
の
右

側
の
部
分
は
二
行
目
に
あ
る
「
り
（
里
）」
と
お
ん
な
じ
だ
よ
ね
。

ホ
ン
ト
だ
、
お
ん
な
じ
だ
！

2
は
「
る
」
だ
け
ど
、
元
の
漢
字
は
何
か
分
か
る
？

左
側
が
縦
棒
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、「
氵
（
さ
ん
ず
い
）」
か
「
亻

（
に
ん
べ
ん
）」
の
漢
字
？
「
訁
（
ご
ん
べ
ん
）」
も
こ
う
な
る

ん
だ
っ
た
っ
け
？

よ
く
覚
え
て
い
る
ね
。
そ
う
そ
う
、こ
の
字
の
部
首
は
「
氵
（
さ

ん
ず
い
）」
で
、「
流
」
っ
て
字
な
ん
だ
。　
　
　

→　
　
　
　

の
よ
う
に
崩
れ
て
い
っ
た
ん
だ
よ
。

「
氵
（
さ
ん
ず
い
）」
だ
か
ら
、前
に
出
て
き
た
「
満
」
に
ち
ょ
っ

と
似
て
る
ね
。

ちょっと多めに

復習しておこう

6 は「こと」
合略文字だね

也

此
方

「も」のくせが

つよいなあ

ほは

かあ

すけ

り

な は

1

1

2

2

3

3

4

4

5

7

8

9

⓾

⓮

⓭

⓬

⓫ 本
可
須

阿

里
盤

者

介

那

理
流
李
幾

⓯

な奈

5

6

7

8

9

⓾

⓫

⓬

⓭

⓮

⓯
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海外旅行いいね！

どこに行こうかな？

こちら
からも

出かけ
よう！

！

そ
し
て
、3
は「
李
」と
い
う
漢
字
が
も
と
に
な
っ
た「
り
」だ
ね
。

そ
ん
な
に
形
が
変
わ
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。

言
わ
れ
て
み
れ
ば
た
し
か
に
そ
う
だ
ね
。
で
も
そ
の
左
隣
の　

4
は
な
に
？
元
の
漢
字
が
想
像
で
き
な
い
よ
。

こ
れ
は
確
か
に
け
っ
こ
う
形
が
変
わ
っ
て
い
る
か
ら
分
か
り
に

く
い
ね
。
元
の
漢
字
は
「
幾
」
で
、
こ
れ
が
も
っ
と
崩
れ
て
今

の
「
き
」
に
な
っ
た
ん
だ
。　
　
　
　

→　
　
　
　

→　
　
　

の
よ
う
に
ね
。

そ
う
な
の
か
～
。「
き
」
の
元
っ
て
結
構
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た

漢
字
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
。

こ
の
文
章
は
、
論
語
に
あ
る
よ
う
に
友
達
が
遠
く
か
ら
来
る
の

も
嬉
し
い
け
ど
、
待
つ
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
て
、
た
ま
に
は
こ
ち

ら
か
ら
も
遠
方
へ
出
か
け
た
い
も
の
だ
、
っ
て
言
っ
て
る
ね
。 

「
よ
ろ
ば
し
く
」っ
て
な
っ
て
る
と
こ
ろ
も「
よ
ろ
こ
ば
し
く
」っ

て
こ
と
で
い
い
ん
だ
よ
ね
？

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
漢
字
は
一
回
目
と
同
じ
く
「
悦
」
だ
し
ね
。

オ
イ
ラ
も
ど
こ
か
に
出
か
け
た
い
な
あ
。

じ
ゃ
あ
変
体
仮
名
を
覚
え
終
わ
っ
た
ら
、
卒
業
旅
行
を
し
て
お

い
で
よ
。

そ
れ
い
い
ね
！ 

ど
こ
行
こ
う
か
な
～
。

そ
の
前
に
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
も
ら
う
け
ど
ね
。

さ
っ
き
読
ん
だ
と
こ
ろ
の
す
ぐ
あ
と
は
、
も
う
読
め
る
字
が
ほ

と
ん
ど
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
飛
ば
し
て
、
終
わ
り
の
九
行
分
を

読
ん
で
み
て
。
長
い
け
ど
一
気
に
最
後
ま
で
読
ん
で
ね
。「
人
」

と
「
又
」
だ
け
漢
字
が
混
ざ
っ
て
い
る
よ
。

論
語
に
「
朋
遠
方
よ
り
来
る
こ
と
あ
り
、
亦
悦
ば
し
か
ら
ず

や
」
と
。
朋
の
遠
方
よ
り
来
る
は
随
分
悦
ば
し
く
も
あ
る
べ

け
れ
ど
も
、
唯
人
の
来
る
を
居
な
が
ら
待
つ
ば
か
り
で
も
な

し
、
折
節
は
此
方
か
ら
も
遠
方
へ
出
掛（

懸
）け
た
き
も
の
也
。

地学事始
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1911091/35
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も
～
厳
し
い
な
あ
。
で
も
卒
業
旅
行
の
た
め
に
頑
張
る
ぞ
！

「
も
と
よ
わ
こ
の
さ
う
し
は
ぐ
わ
い
こ
く
の
こ
と
を
さ
ら
に
わ

き
ま
へ
ざ
る
人
の
た
め
に
つ
ゝ
り
た
る
も
の
に
て
そ
の
い
み
あ

さ
け
の
ば
か
の
く
に
の
ほ
ん
を
よ
み
又
は
か
の
く
に
へ
わ
た
り

て
も
の
こ
と
に
あ
か
…
き
ひ
と
は
こ
れ
を
み
…
と
も
お
も
し
ろ

く
も
な
く
む
ゑ
き
の
こ
と
な
し
り
よ
が
ほ
ん
い
と
て
も
じ
つ
は

せ
け
ん
に
か
ゝ
…
は
く
し
き
の
お
ほ
く
な
り
て
こ
の
さ
う
し
な

と
を
み
る
人
の
な
…
こ
…
ね
が
ふ
と
こ
ろ
な
れ
」
さ
す
が
に
長

い
ね
。
息
切
れ
し
ち
ゃ
う
よ
。

で
も
上
出
来
だ
よ
。
間
違
え
ち
ゃ
っ
て
る
と
こ
ろ
も
、
仕
方
な

い
か
な
と
思
う
所
だ
け
だ
し
。

間
違
え
ち
ゃ
っ
た
か
～
。
今
回
は
ノ
ー
ミ
ス
だ
と
思
っ
た
の
に

な
あ
。
し
ょ
ぼ
ぼ
ん
。

さ
て
、
じ
ゃ
あ
ま
ず
は
間
違
え
た
と
こ
ろ
か
ら
直
し
て
い
く

ね
。
読
み
は
じ
め
の
⓰
は
「
り
」
で
「
も
と
よ
わ
」
っ
て
読

ん
だ
と
こ
ろ
は
、「
も
と
よ
り
」
だ
っ
た
ん
だ
。「
り
」
の
元
に

な
っ
た
漢
字
は
「
利
」
だ
ね
。
崩
れ
方
と
し
て
は　
　
　

→　
　
　

 

        

と
い
う
感
じ
だ
よ
。「
り
」
と
「
わ
」
は
、
今
の
ひ
ら
が

な
だ
け
み
る
と
随
分
違
う
よ
う
に
見
え
る
け
ど
、
元
々
の
漢
字

は
「
利
」
と
「
和
」
だ
か
ら
、
よ
く
似
ち
ゃ
う
の
も
仕
方
な
い

ん
だ
よ
ね
。
こ
れ
も
結
局
は
形
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、「
も
と
よ
わ
」

と
「
も
と
よ
り
」
の
ど
っ
ち
が
日
本
語
と
し
て
つ
な
が
る
か
を

考
え
て
読
ま
な
い
と
難
し
い
ね
。

う
う
う
。
そ
れ
を
忘
れ
て
た
～
～
。

意
味
を
意
識
し
て
読
め
ば
、
他
に
読
み
間
違
え
て
た
「
い
み
あ

さ
け
の
ば
」
と
「
む
ゑ
き
の
こ
と
な
し
り
」
も
、
違
う
読
み
方

が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
？

⓱

⓰

礼

毛

曽
登

類
利

累

支
所 又

人

人

⓰

⓱

㉔

㉒

㉓

㉓

㉕
⓳

㉘

⓲

㉕

㉒路

亭

そ

れ

も

ろ

と

て

これが「浅」ってわかるかな？
右上の点はふりがなに見えたかも
しれないけど漢字の一部なんだ。

ちなみに

⓴

㉑

⓳

⓲

⓴

㉑

㉖

㉗

㉙

㉖

㉗

㉙

幾㉔
き李り㉘
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う
～
ん
と
、「
い
み
あ
さ
け
の
ば
」
じ
ゃ
変
だ
か
ら
…
そ
う
か
！

「
い
み
あ
さ
け
れ
ば
」
で
ど
う
？

そ
う
だ
ね
、
正
解
。
書
き
始
め
と
文
字
の
右
肩
の
と
こ
ろ
が

ち
ょ
っ
と
「
の
」
と
違
う
ね
。
も
う
一
つ
は
？

「
む
ゑ
き
の
こ
と
な
し
り
」
の
と
こ
ろ
は
、
ど
れ
も
合
っ
て
る

と
思
う
ん
だ
け
ど
な
あ
。
で
も
意
味
わ
か
ん
な
い
し
な
あ
。
え

～
っ
と
…
あ
っ
!! 

ひ
ょ
っ
と
し
て
「
む
ゑ
き
の
こ
と
な
り
」
な

の
？「
し
」に
見
え
た
の
は「
な
」の
続
き
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？

よ
く
分
か
っ
た
ね
。「
な
」
だ
け
と
て
も
縦
長
に
な
っ
て
い
る

か
ら
、
間
違
え
や
す
か
っ
た
と
思
う
よ
。
で
も
こ
れ
で
間
違
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
直
す
の
は
終
わ
り
。

よ
し
、
じ
ゃ
あ
次
は
新
し
い
字
を
覚
え
て
や
る
ぞ
。

⓱
と
⓳
は
「
類
」
が
元
に
な
っ
た
「
る
」。
右
側
の
部
分
の
「
頁
」

は
、
さ
っ
き
も
出
て
き
た
「
須
（
す
）」
と
同
じ
で
し
ょ
。

う
～
ん
、
そ
う
か
も
。

⓲
も
「
る
」
だ
け
ど
、こ
れ
は
「
累
」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ

て
い
る
ん
だ
。
今
回
は
「
る
」
が
三
種
類
出
て
き
た
ね
。

同
じ
文
章
内
で
も
、
や
っ
ぱ
り
い
ろ
い
ろ
な
の
が
使
わ
れ
て
る

ん
だ
ね
。
そ
う
い
え
ば
前
に
「
す
」
が
何
種
類
も
出
て
き
た
こ

と
が
あ
っ
た
っ
け
。

さ
て
、
残
り
は
「
な
…
こ
…
」
の
二
文
字
だ
よ
。
⓴
は

「
き
」
な
ん
だ
け
ど
、
元
に
な
っ
て
い
る
漢
字
は
「
支
」
で
、　　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

→　
　
　
　

と
崩
れ
て
で
き
た
ん
だ
。

へ
え
～
、「
支
」
が
「
き
」
な
ん
だ
ね
。

長い～

『西洋旅案内』は、慶応3（1867）年に初めて世に出た時は、芝神明前にあっ
た尚古堂から発行されていますが、今回取り上げたものは慶応義塾出版局か
ら明治6（1873）年 5月に出された再刻版です。福沢諭吉は、版権（コピー
ライト）の考え方を日本に紹介したり、慶応義塾に出版局を設けて「日本に
おける大学出版人の祖」とも呼べる役割を果たすなど、著述家にとどまらず
出版人としても活躍をしています。

明治初期は、まだ紙面を丸ごと一枚の版木に仕立てて刷り上げる木版印刷が
主流でした。木版印刷では、手書きの文字を元に版木を彫ることで、手書き
文字を再現するように印刷することができます。今回出てきた「な（那）」の
最後の線が縦に長く伸びているのは、福沢諭吉の文字の特徴といえ、他の福
沢諭吉書簡にもそのような例がみられます。

慶応義塾図書館内には慶応義塾で出版された福沢諭吉や門下生の著作の版木
が残されています。図書館に保管されていたもの以外に、福沢邸の応接間の
床板に使われたり、慶応義塾幼稚舎の図書室閲覧席のついたてに埋め込まれ
たり、と再利用されていたようです※。

※参考文献 :都倉武之「福沢諭吉著作等の版木について―その現状と来歴―」（『MediaNet』
No.17、2010年）

福沢諭吉と出版

福沢諭吉書簡　榎本武揚宛
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/8737515
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そ
し
て
㉑
は
「
そ
」
だ
よ
。「
人
の
な
き
こ●

●そ
願
ふ
所
な●

●れ
」

で
係
り
結
び
に
な
っ
て
い
る
よ
ね
。
こ
の
「
そ
」
の
元
に
な
っ

た
漢
字
は「
所
」。
出
て
き
た
と
こ
ろ
の
す
ぐ
下
に
漢
字
の「
所
」

も
使
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
な
ん
と
な
く
似
て
る
よ
ね
。

な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
さ
て
、
な
ん
て
書
い
て
あ
る
ん
だ
ろ
う
。

ふ
む
ふ
む
…
…
。
こ
の
本
は
、
あ
ま
り
外
国
に
詳
し
く
な
い
人

向
け
に
、
外
国
の
こ
と
を
紹
介
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
ん
だ
ね
。

世
間
の
人
の
知
識
が
増
え
て
、
こ
の
本
が
必
要
な
く
な
れ
ば
い

い
な
ん
て
、
諭
吉
さ
ん
は
自
分
の
書
い
た
本
の
こ
と
を
そ
ん
な

ふ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。

よ
く
で
き
た
ね
。
と
こ
ろ
で
、
君
は
外
国
に
行
っ
た
こ
と
は
あ

る
の
？

オ
イ
ラ
は
ま
だ
日
本
か
ら
出
た
こ
と
な
い
や
。
外
国
に
行
く
な

ら
メ
キ
シ
コ
が
い
い
な
。

ど
う
し
て
？

墨
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
そ
う
だ
か
ら
。

（
絵
・
正し

ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月

）

墨がたくさん

あるのかな～

ふむふむ

墨メ
キ
シ
コ

西
哥 固も

と

よ
り
こ
の
冊
子
は
外
国
の
事
を
更
に
弁わ

き
まへ
ざ
る
人
の
た
め
に

綴つ
づ

る
り
た
る
も
の
に
て
、
そ
の
意
味
浅
け
れ
ば
、
彼
国
の
書ほ

ん

を

読
み
、
又
は
か
の
国
へ
渡
り
て
物
事
に
明
る
き
人
は
、
こ
れ
を

見
る
と
も
お
も
し
ろ
く
も
な
く
無
益
の
こ
と
な
り
。
余
が
本
意

と
て
も
実
は
世
間
に
か
か
る
博
識
の
多
く
な
り
て
、
こ
の
冊
子

な
と
を
見
る
人
の
な
き
こ
そ
願
ふ
所
な
れ
。

５月号宿題の答え

真乗院 ( しんじやうゐん ) に、
盛親 (じやうしん )僧都 ( そう
づ )とてやんごとなき智者 (ち
しや )有けり。いもがしらとい
ふものをこのみて、おほくくひ
けり。談義 (だんぎ )の座 (ざ )
にてもおほきなる鉢 (はち )に
うづ高 (たか )くもりてひざも
とに置 (をき )てくひながら文
(ふみ )をもよみけり。

多分ないよ！
今回は枠線で囲った

部分を読みました。

間の部分もきっと

読めるよ！
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美
味
し
い
卵
か
け
ご
飯
に
お
い
て
最
も
重

要
な
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
卵
だ
と
い
う
意

見
も
ご
飯
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
味
の
決
め
手
に
な
る

の
は
醤
油
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
美
味
し
い
卵

か
け
ご
飯
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
醤
油
を
選
ん
で
ど
の
よ
う
に
食
べ
る

の
が
よ
い
の
か
。
そ
の
答
え
が
書
い
て
あ
る

の
が
今
回
紹
介
す
る
『
醤
油
手
帖
』
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
普
段
何
気
な
く
目
に
し
て
い

る
醤
油
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
。
醤
油
は
ど
の
よ
う
に
し
て
造
ら
れ
る
の

か
を
は
じ
め
と
し
、
濃
口
醤
油
と
淡
口
醤
油

や
、特
選
と
特
級
と
上
級
の
違
い
と
い
っ
た
、

目
に
は
し
て
い
て
も
意
外
と
知
ら
な
い
醤
油

の
種
類
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
醤
油
に
つ

い
て
の
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
ポ
ン
酢
や
ス

イ
ー
ツ
向
け
の
醤
油
な
ど
醤
油
加
工
食
品
に

つ
い
て
の
紹
介
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
冒
頭

の
答
え
と
な
る
卵
か
け
ご
飯
専
用
醤
油
に
つ

い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
醤
油
研
究
家
で
あ
る
著
者
の
ブ
ロ

グ
を
元
に
作
ら
れ
た
同
人
誌
で
あ
る
。
醤
油

研
究
家
と
の
肩
書
き
で
呼
ば
れ
て
い
る
か
ら

に
は
醤
油
一
筋
な
の
か
と
思
い
き
や
、
醤
油

を
研
究
し
始
め
た
き
っ
か
け
は
グ
ル
メ
漫
画

に
出
て
き
た
塩
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
な
の

だ
と
か
。
塩
を
集
め
て
い
る
と
き
に
出
会
っ

た
「
い
か
な
ご
魚
醤
」
を
き
っ
か
け
に
、
塩

よ
り
も
醤
油
の
方
が
味
わ
い
の
幅
が
広
い
の

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
醤

油
に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
そ
う
だ
。
そ
れ
以

来
、
全
国
の
醤
油
を
収
集
し
て
お
り
、『
醤

油
手
帖
』
の
醤
油
も
全
て
著
者
が
実
際
に
購

入
し
味
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
手
帖
と
題
し
て
い
る
こ
と
に

着
想
を
得
て
、
手
帖
サ
イ
ズ
で
醤
油
の
マ
ー

ク
が
つ
い
て
い
る
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
装
丁
と

な
っ
た
。
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
裏

表
紙
で
あ
る
。
一
見
、
醤
油
の
し
み
が
で
き

て
し
ま
っ
た
の
か
と
見
ま
が
う
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
し
て
い
る
の
は
『
醤
油
手
帖　

基
礎
知
識
編
』
だ
が
、
冒
頭
の
卵
か
け
ご

飯
醤
油
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
い
『
醤
油
手

帖　

た
ま
ご
か
け
ご
飯
醤
油
百
科
』
や
、『
塩

の
知
識　

醤
油
手
帖
番
外
編
』、『
酢
の
知
識　

醤
油
手
帖
番
外
編
』
な
ど
様
々
な
手
帖
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
で
お
気
づ
き
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、『
味

噌
の
知
識
』
も
し
く
は
『
砂
糖
の
知
識
』
も

次
作
以
降
に
作
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル

は
「
本
屋
に
な
い
本
」
な
の
だ
が
、
実
は

『
醤
油
手
帖
』、本
屋
に
も
あ
る
。
正
確
に
は
、

今
回
紹
介
し
て
い
る
同
人
誌
『
醤
油
手
帖
』

は
本
屋
に
は
な
い
の
だ
が
、
２
０
１
４
年
に

河
出
書
房
新
社
よ
り
「
本
屋
に
あ
る
」
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
今
回
紹

介
し
て
い
る
同
人
誌
に
比
べ
る
と
少
し
大
き

め
の
手
帖
サ
イ
ズ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
醤
油
に

つ
い
て
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が
付
さ
れ
る
な
ど
、

基
礎
知
識
編
で
あ
る
同
人
誌
版
『
醤
油
手

帖
』
に
比
べ
て
よ
り
細
か
い
情
報
が
載
っ
て

い
る
。
読
み
物
と
し
て
の
同
人
誌
版
と
、
よ

り
事
典
的
な
河
出
書
房
新
社
版
、
あ
わ
せ
て

お
手
に
取
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
田
村 

な
つ
み
）

醤油手帖
基礎知識編　第3版

杉村啓 著
2016.6　107p　18cm
<請求記号　PC51-L9>

（表紙） （裏表紙）

国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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平成 30 年 2 月、 国際子ども図書館は、 欧州の代表的な児童図書館
であり、 国際的な児童書研究センターでもあるミュンヘン国際児童図書館

（Internationale Jugendbibliothek. 以下、 IJB）のクリスチアーネ ・ ラー
ベ館長を招き、 講演会を開催しました。

、
ー ミュンヘン国際児童図書館の目指すもの

講演会



25 国立国会図書館月報 686 号 2018.6

　

Ｉ
Ｊ
Ｂ
は
、
１
９
４
９
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
荒
廃
し
た
ド
イ
ツ
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
ユ
ダ

ヤ
系
ド
イ
ツ
人
の
イ
エ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン
に
よ
り
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
内
の
古
城

に
約
１
４
０
言
語
63
万
冊
以
上
の
書
籍
を
所
蔵
し
、

作
家
の
エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー
や
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

エ
ン
デ
等
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
有
す
る
大
規
模
図
書

館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
ラ
ー
ベ
館
長
は
、
Ｉ
Ｊ
Ｂ
創
設
の
経
緯
と

概
要
、
日
本
と
の
関
係
に
触
れ
た
後
、
本
を
介
し
て

子
ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
Ｉ
Ｊ
Ｂ
が
行
う
多
様
な
活
動
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

Ｉ
Ｊ
Ｂ
で
は
、
世
界
各
国
言
語
ご
と
に
専
門
家
が

行
う
選
書
に
基
づ
い
て
蔵
書
を
構
築
し
て
お
り
、
そ

れ
が
す
べ
て
の
活
動
の
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
テ
ー
マ
の
普
遍
性
や
文
学
性
、
デ
ザ
イ
ン
に

優
れ
た
各
国
の
児
童
書
は
年
刊
の
目
録
『
ホ
ワ
イ
ト
・

レ
イ
ブ
ン
ズ
』に
収
録
さ
れ
、世
界
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

Ｉ
Ｊ
Ｂ
が
隔
年
で
開
催
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
・
レ
イ
ブ

ン
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

多
文
化
理
解
推
進
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

様
々
な
国
の
作
家
を
招
い
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
本
は
、
異
文
化
理
解
の
た
め
の

重
要
な
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
で
は
特

定
地
域
に
焦
点
を
当
て
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
っ
て

お
り
、
昨
年
か
ら
は
難
民
急
増
に
対
応
し
て
ア
ラ
ビ

ア
の
児
童
文
学
を
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
は

互
い
に
は
近
づ
け
な
い
。
け
れ
ど
も
、
言
葉
は
」
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
和
教
育
の
一
環
と
し
て
20
年
以
上

に
わ
た
り
開
催
し
て
い
る
巡
回
展
示「
ハ
ロ
ー
・
デ
ィ

ア
・
エ
ネ
ミ
ー
！
」、
難
民
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ダ
ッ
ハ
ウ
強
制
収
容
所
を
訪
問

し
、
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
平
和
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
枠
組
み
を
越
え
た
Ｉ
Ｊ
Ｂ
の
意
欲
的
な

活
動
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
理
念
「
子
ど
も
の

本
は
世
界
を
つ
な
ぎ
、
未
来
を
拓
く
！
」
に
も
通
ず

る
も
の
で
あ
り
、
大
変
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
ラ
ー
ベ
館
長
は
、「
本
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
世
界
の
扉
を
開
く
鍵
で
あ
り
、
図
書
館
員
は

そ
の
鍵
を
手
に
持
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
扉
を
開
く

こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、
幸
運
で
も
あ
り

ま
す
。」
と
述
べ
て
講
演
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
日
は
、
ラ
ー
ベ
館
長
に
と
っ
て
日
本
の

児
童
書
を
知
る
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。
当
館

で
日
本
の
子
ど
も
の
本
の
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示
室

で
あ
る
「
児
童
書
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
訪
れ
た
ラ
ー
ベ

館
長
は
、
好
奇
心
に
満
ち
た
眼
差
し
で
熱
心
に
、
か

つ
楽
し
そ
う
に
日
本
の
絵
本
等
を
鑑
賞
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

（
国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
） 

お城には全部で塔が4つありますが、そのうちの 1つがジェイ
ムス・クリュス塔です。クリュス（1926-1997）はドイツの代
表的児童文学作家で、ドイツ児童文学賞、国際アンデルセン賞
などを多数受賞しており、ドイツの子どもたちは学校や家庭で
みな一度は彼の本や詩を読んでいるそうです。

遺品、作品などが寄贈された際、小さなお城には空いた空間
がなく、中世の火薬塔だったこの搭に白羽の矢がたちました。
小窓が一つしかない塔には、鉄のらせん階段が備え付けられ、
クリュスのモチーフである灯台の内部をイメージした展示スペー
スになっています。

IJBは、1949 年創立時にはミュンヘン市の中心地
にありましたが、蔵書の増加に伴い、1983 年にミュ
ンヘン郊外のブルーテンブルク城という中世の古城
に移転しました。この古城は、バイエルン公アルブ
レヒト3世の命で1430 年代に建てられた城です。

20世紀に入り、かなり荒廃した状態だったのを、バ
イエルン州が城の修復と共に歴史建造物に指定し、
内部を図書館用に改築したそうです。
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何の鳥かわかりますか？　
The birds of America ＜当館請求記号 YP19-285(1)＞

当館最大の本は ”The birds of America”。103 × 68 ㎝。原寸大で
鳥を紹介した本です。ここでは部分的に、とある鳥の顔を、本に
描かれた大きさと同じサイズでお見せしました。

右は、展示資料選定のためにその本を広げてみたところです。大
きさがお分かりになるでしょうか。

一方、当館最小の本は『蟻』。0.14 × 0.14㎝。表紙の比率でいえ
ば、”The birds of America” の 35 万～ 36 万分の一。『蟻』を一畳
とすれば、”The birds of America” は甲子園球場 15 個分ほどの大
きさ、という計算になります。

大きな本と小さな本、その差を是非会場でご覧ください。

東京会場　国立国会図書館東京本館　新館展示室 

10.18（木）ー 11.24（土） 

関西会場　国立国会図書館関西館　大会議室 

11.30（金）ー 12.22（土） 

休館日、展示替え等の最新情報は、ホームページ＞国立国会図書
館開館 70 周年記念のページでご確認ください。 

開館 70 周年を記念して、幅広い蔵書の中から魅力ある様々
な本を紹介する展示会を、今秋に行います。本誌では、
会期までの間、主な展示資料を少しずつお見せします。

過去を読み、未来を読む。

④
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複
写
料
金
改
定
に
つ
い
て
の
ご
案
内

　

平
成
30
年
7
月
2
日(

月)

か
ら
左
記
の
と
お
り
、
複
写
料

金
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

　

資
材
の
高
騰
等
の
理
由
に
よ
り
一
部
引
上
げ
と
な
る
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
に
引

下
げ
を
い
た
し
ま
す
。

　

何
卒
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。○問合せ

利用者サービス部 複写課
電話　03（3581）2331（代表）

＃7
東京本館敷地入口に設置した
70 周年記念看板



N D L  T o p i c s

28国立国会図書館月報 686号 2018.6

納
本
制
度
70
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
納
本

制
度
の
過
去
・
現
在
・
未
来
―
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に

お
け
る
納
本
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
―
」（
国
立
国

会
図
書
館
開
館
70
周
年
記
念
行
事
）

　

納
本
制
度
と
は
、
図
書
等
の
出
版
物
を
そ
の
国
の
責
任
あ
る

公
的
機
関
に
納
入
す
る
こ
と
を
発
行
者
等
に
義
務
づ
け
る
制
度

の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
こ
の
制
度
の

運
用
を
担
っ
て
い
ま
す
。
納
本
さ
れ
た
出
版
物
は
、
現
在
と
未

来
の
多
く
の
読
者
の
た
め
に
文
化
的
資
産
と
し
て
永
く
保
存
さ

れ
、国
民
の
知
的
活
動
の
記
録
と
し
て
後
世
に
継
承
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
の
納
本
制
度
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
開
館
と
同
年
に

運
用
を
開
始
し
、
今
年
で
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
出

版
形
態
の
多
様
化
や
時
代
の
変
化
に
即
し
て
見
直
し
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
近
年
は
、
資
料
や
情
報
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
影
響
を
受
け
て
、
納
本
制
度
は
世
界
的
に
も
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
納
本
制
度
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
各
国
に
お
け
る
納
本
制
度
の
歴
史
と
現
状
、
デ
ジ
タ
ル
化

時
代
に
お
け
る
課
題
と
取
組
に
焦
点
を
当
て
、
納
本
制
度
の
意

義
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

　

日
英
同
時
通
訳
付
き
、
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◯
日
時　

7
月
11
日
（
水
）
14
時
～
16
時
50
分

◯
会
場　

東
京
本
館 

新
館
講
堂

◯
登
壇
者

　

田
村
俊
作
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

　

ウ
ル
リ
ケ
・
ユ
ン
ガ
ー
氏
（
ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
収
集
書
誌

　

部
長
）

　

メ
レ
デ
ィ
ス
・
バ
ッ
テ
ン
氏
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書

　

館
資
料
管
理
部
国
内
資
料
課
課
長
補
佐
（
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ

　

ン
担
当
））

　

山
地
康
志
（
国
立
国
会
図
書
館
収
集
書
誌
部
長
）

◯�

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報
」

か
ら
7
月
6
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

員
（
２
５
０
名
）
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

◯
問
合
せ
先　

国
立
国
会
図
書
館 

収
集
書
誌
部 

　

収
集
・
書
誌
調
整
課 

納
本
制
度
係　

nosei@
ndl.go.jp

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
０
７
号　

我
が
国
の
相
続
法
制
に
お
け
る
配
偶
者
の
法
的
地
位
と
課
題

労
働
者
賃
金
の
伸
び
悩
み
の
背
景
―
雇
用
形
態
と
人
口
構
成
の

変
化
を
踏
ま
え
て
―

日
本
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
―
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
を
め
ぐ
っ
て
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
30
年
度
予
算

　

国
の
平
成
30
年
度
予
算
が
平
成
30
年
3
月
28
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
30
年
度
歳
出
予
算
額
は
、

２
３
０
億
７
６
１
３
万
１
０
０
０
円
で
す
。
そ
の
概
要
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

A4　73頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

平成 30 年度歳出予算額 （単位：千円）
（項）国立国会図書館 18,188,735
　人件費 9,552,075
　国立国会図書館共通経費 172,425
　国会サービス経費 408,680
　資料費 2,335,940
　　うち納入出版物代償金 390,248
　情報システム経費 3,096,889
　東京本館業務経費 1,508,018
　国際子ども図書館業務経費 269,652
　関西館業務経費 845,056
（項）国立国会図書館施設費 4,887,396
　関西館第２期第１段階施設整備費 3,636,352
　東京本館庁舎整備費 1,095,434
　関西館庁舎整備費 155,610
計 23,076,131

予算の費目別構成比（平成30年度）

人件費41.4%

資料費10.1%

その他の事務費等
13.9%

情報システム経費
13.4%

施設費21.2%
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